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大和川水系河川整備計画の策定状況大和川大和川大和川大和川 平城圏域平城圏域平城圏域平城圏域H14.8.28H14.8.28H14.8.28H14.8.28認可認可認可認可布留飛鳥圏域布留飛鳥圏域布留飛鳥圏域布留飛鳥圏域・・・・H17.8.2H17.8.2H17.8.2H17.8.2認可認可認可認可・・・・H22.3.30H22.3.30H22.3.30H22.3.30変更認可変更認可変更認可変更認可（新川）（新川）（新川）（新川）
生駒いかるが圏域生駒いかるが圏域生駒いかるが圏域生駒いかるが圏域H14.8.9H14.8.9H14.8.9H14.8.9認可認可認可認可曽我葛城圏域曽我葛城圏域曽我葛城圏域曽我葛城圏域H23.9.2H23.9.2H23.9.2H23.9.2認可認可認可認可 実実実実 施施施施DoDoDoDo河川工事・維持管理河川工事・維持管理河川工事・維持管理河川工事・維持管理の実施の実施の実施の実施点検・評価点検・評価点検・評価点検・評価CheckCheckCheckCheckﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ・意見交換ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ・意見交換ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ・意見交換ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ・意見交換処置・改善処置・改善処置・改善処置・改善ActionActionActionAction計画へのﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ計画へのﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ計画へのﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ計画へのﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 計計計計 画画画画PlanPlanPlanPlan河川整備計画の河川整備計画の河川整備計画の河川整備計画の策定・変更策定・変更策定・変更策定・変更○河川整備計画に基づき実施する事業や施策の進捗状況について、河川事業者・管理者が調査や点検を行う。○その内容や結果に対し、奈良県河川整備委員会において意見をいただき、必要な処置・改善として、次年度以降の個別の事業の進捗の中で反映する。進捗点検の考え方（H24年度より） （点検内容）●治 水・河川整備計画に準じた整備状況・改修の進捗●環 境・河川環境モニタリング調査・水質の維持、改善●防 災・河川情報ｼｽﾃﾑの整備、情報の伝達・防災訓練、教育●住民連携・住民団体への活動支援、環境学習・除草や清掃活動

※H23年度以前の再評価については、事業評価監視委員会により実施
『奈良県河川整備委員会』奈良県河川整備委員会は、治水・環境・経済・法律・歴史・地域活動等を専門とする学識経験者１１名により構成する。（委員長：京都大学 中川一教授）河川整備委員会における整備計画策定と進捗点検・再評価スケジュール表１年１年１年１年 ２年２年２年２年 ３年３年３年３年 ４年４年４年４年Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４Ｈ２４Ｈ２４Ｈ２４ Ｈ２５Ｈ２５Ｈ２５Ｈ２５ Ｈ２６Ｈ２６Ｈ２６Ｈ２６ Ｈ２７Ｈ２７Ｈ２７Ｈ２７進捗点検再評価 進捗点検再評価 進捗点検再評価 進捗点検再評価

水系・圏域 整備計画変更認可 整備計画策定認可布留飛鳥圏域布留飛鳥圏域布留飛鳥圏域布留飛鳥圏域大和川大和川大和川大和川水系水系水系水系 生駒いかるが圏域生駒いかるが圏域生駒いかるが圏域生駒いかるが圏域
曽我葛城圏域曽我葛城圏域曽我葛城圏域曽我葛城圏域

整備計画策定認可 再評価整備計画策定認可 再評価整備計画策定認可平城圏域平城圏域平城圏域平城圏域

１．大和川流域における河川整備計画◎大和川水系河川整備計画（４圏域）の進捗点検
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河川名 事業区間 事業採択年度 用地着手年度 工事着手年度 全体事業費(百万円) 総投資額(百万円) 事業概要（事業進捗状況等） 対応方針竜田川 斑鳩町神南～生駒市俵口町 昭和57年度 昭和57年度 昭和57年度 23,150 18,560 事業延長Ｌ＝１２．２ｋｍ進捗率８０％ 継続富雄川 斑鳩町笠目～生駒市高山町 昭和57年度 昭和57年度 昭和57年度 18,500 9,700 事業延長Ｌ＝１８．０ｋｍ進捗率５３％ 継続三代川 斑鳩町神南～斑鳩町阿波 昭和46年度 昭和46年度 昭和46年度 2,500 1,700 事業延長Ｌ＝３．２ｋｍ進捗率６８％ 継続河川名 事業区間 事業採択年度 用地着手年度 工事着手年度 全体事業費(百万円) 総投資額(百万円) 事業概要（事業進捗状況等） 工区 対応方針(案)西ノ京工区　L＝６００ｍ 継続秋篠工区　Ｌ＝２，２００ｍ 継続郡山工区　Ｌ＝３，０００ｍ 継続奈良工区　遊水地　１箇所 完了菰川 奈良市八条町～奈良市法蓮町 平成15年度 － 平成15年度 1,360 835 事業延長Ｌ＝３，３００ｍ進捗率６１％ - 継続蟹川 大和郡山市大井町～大和郡山市観音寺町 昭和58年度 平成4年度 平成13年度 4,180 3,820 事業延長Ｌ＝２，２００ｍ進捗率９１％ - 継続能登川 奈良市南京終町 平成4年度 平成4年度 平成4年度 650 222 事業延長Ｌ＝１，０００ｍ進捗率３４％ - 継続
事業延長Ｌ＝９，７００ｍ進捗率８９％事業延長Ｌ＝３，０００ｍ進捗率５０％昭和34年度昭和47年度 昭和61年度 平成5年度 13,075 11,59810,041 4,990秋篠川地蔵院川 大和郡山市九条町（左岸）・大和郡山市観音寺町（右岸）～奈良市中山町大和郡山市稗田町～奈良市北之庄町 昭和34年度 昭和34年度平成25年度 再評価対象事業一覧表（平城圏域）

平成24年度 再評価対象事業一覧表（生駒いかるが圏域）

※平成26年度以降も圏域毎に事業評価、進捗点検を行っていく
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≪今後の対応方針（◆今後５カ年の目標）≫生駒いかるが圏域（平成２４年度）①斑鳩工区 （工事延長Ｌ＝２００ｍ）◆国道１６８号整備と連携し、平成２７年度の完了を目指す
→ 事業継続が妥当

◆JR橋までの区間について、斑鳩町の協力も得ながら重点的に用地買収を進める。
→ 事業継続が妥当

②小瀬工区 （工事延長 Ｌ＝２，０００ｍ）◆井堰の交渉、下流側の用地買収を完了し、生駒南第２小学校までの改修を目指す。
→ 事業継続が妥当③生駒工区 （工事延長 Ｌ＝１，２００ｍ）◆継続的・計画的に用地買収を実施し、北原川合流点までの改修を目指す。
→ 事業継続が妥当

（１）竜田川
（２）富雄川①安堵工区 （工事延長Ｌ＝５，５００ｍ）◆井堰の改修を行い、斑鳩町高安の住宅地までの改修を目指す。

→ 事業継続が妥当②上芝工区 （工事延長Ｌ＝８００ｍ）◆県道の整備と連携し、平成２７年度の完了を目指す。
→ 事業継続が妥当（３）三代川 （工事延長 Ｌ＝１，１００ｍ） 三代川

近鉄奈良線近鉄奈良線近鉄奈良線近鉄奈良線 近鉄近鉄近鉄近鉄奈良駅奈良駅奈良駅奈良駅大和西大寺駅大和西大寺駅大和西大寺駅大和西大寺駅生駒駅生駒駅生駒駅生駒駅 平城宮跡平城宮跡平城宮跡平城宮跡
JR奈良駅奈良駅奈良駅奈良駅奈良県庁奈良県庁奈良県庁奈良県庁佐保川佐保川佐保川佐保川大和川大和川大和川大和川大門ダム大門ダム大門ダム大門ダム

N
◆生駒いかるが圏域

圏域界対象河川事業工区直轄河川凡例竜田川 ①斑鳩工区竜田川 ②小瀬工区竜田川 ③生駒工区 富雄川② 上芝工区
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秋篠川 ①秋篠工区 菰川蟹川 奈良市大和郡山市 天理市
近鉄奈良線近鉄奈良線近鉄奈良線近鉄奈良線大和西大寺駅大和西大寺駅大和西大寺駅大和西大寺駅生駒駅生駒駅生駒駅生駒駅

JR奈良駅奈良駅奈良駅奈良駅近鉄近鉄近鉄近鉄奈良駅奈良駅奈良駅奈良駅奈良県庁奈良県庁奈良県庁奈良県庁平城宮跡平城宮跡平城宮跡平城宮跡 N

佐保川 地蔵院川 ②奈良工区能登川
（１）秋篠川①西ノ京工区 （工事延長Ｌ＝６００ｍ）◆井堰の改修を含み、今後5カ年で工区（６００ｍ）の完了を目指す

→ 事業継続が妥当（２）地蔵院川①郡山工区 （工事延長 Ｌ＝３，０００ｍ） （改修済１，０００ｍ）◆平和団地の前川合流地点までの改修（約２５０ｍ）を目指す
→ 事業継続が妥当②奈良工区 （遊水地 Ｎ＝1カ所）◆遊水地の整備を平成25年度に完了
→ 下流区間の負担軽減を検討（４）蟹 川 （工事延長 Ｌ＝２，２００ｍ）（改修済１，８００ｍ）◆平成29年度に工区（約４００ｍ）の完了を目指す
→ 事業継続が妥当（５）能登川 （工事延長 Ｌ＝１，０００ｍ）（改修済３００ｍ）◆橋梁改築工事（恵比寿橋）を含む改修（約１００ｍ）を目指す
→ 事業継続が妥当※但し、地域の協力が得られない場合は、事業継続を改めて検討

（３）菰 川 （工事延長 Ｌ＝３，３００ｍ）（改修済２，１００ｍ）◆鉄道、国道と横断し、住宅地を流れる連続した直角部分の改修（約５００ｍ）を目指す
→ 事業継続が妥当

②秋篠工区 （工事延長 Ｌ＝２，２００ｍ）（改修済１，０００ｍ）◆第２中山橋上流の住宅密集地区間（約３５０ｍ）の改修を目指す
→ 事業継続が妥当

≪今後の対応方針（◆今後５カ年の目標）≫平城圏域（平成25年度）
秋篠川 ②西ノ京工区 地蔵院川 ①郡山工区凡例 圏域界対象河川事業工区直轄河川

◆平城圏域
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２．大和川流域における流域対策の現状◎ 流域対策の市町村別目標対策量（最小必要量）について
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（雨水貯留浸透施設とため池治水利用施設の合計）

※計画目標量とは、昭和61年に国、県、市町村で合意した最小必要量を示すS57洪水
H11洪水 H19洪水（1,064戸浸水） 下回り

◎ 県は計画目標量を越えている一方で、市町村に市町村に市町村に市町村による計画目標量よる計画目標量よる計画目標量よる計画目標量は、１０年近く進捗が伸び悩んでいるは、１０年近く進捗が伸び悩んでいるは、１０年近く進捗が伸び悩んでいるは、１０年近く進捗が伸び悩んでいる。。。。
H7洪水 進捗が伸び悩む進捗が伸び悩む
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●対策率は約３７％と雨水貯留浸透施設（対策率１３３％）に比べて対策が遅れている。●２４市町村の内、４市町村で対策率が１００％となっている。●一方で、１５市町村では対策率が４０％未満となっており、市町村間のバラツキが大きい。【市町村別 ため池治水利用施設 整備状況】

◎ 対策率が０％○ 対策率が１～４０％未満

①ため池治水利用①ため池治水利用①ため池治水利用①ため池治水利用施設施設施設施設（市町村別進捗状況）（市町村別進捗状況）（市町村別進捗状況）（市町村別進捗状況）対策率 ３７％最小必要量：1,000,000m3対策済 ：1,370,000m3▲630,000m3 （H26.3見込み）
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H23年度迄H23年度迄H23年度迄H23年度迄 H24年度H24年度H24年度H24年度 H25年度H25年度H25年度H25年度 H25年度迄H25年度迄H25年度迄H25年度迄対策量対策量対策量対策量 対策量対策量対策量対策量 対策量対策量対策量対策量 (予定)(予定)(予定)(予定) 対策量対策量対策量対策量(予定)(予定)(予定)(予定)　   ｍ　   ｍ　   ｍ　   ｍ3333 　   ｍ　   ｍ　   ｍ　   ｍ3333 ％％％％ ｍｍｍｍ3333 　    ｍ　    ｍ　    ｍ　    ｍ3333 　    ｍ　    ｍ　    ｍ　    ｍ3333 ％％％％○ 奈 良 市 310,500 89,300 28.8 0 0 89,300 28.8大 和高田市 18,300 18,270 99.8 0 0 18,270 99.8大 和郡山市 71,700 35,580 49.6 0 0 35,580 49.6天 理 市 65,700 34,520 52.5 0 0 34,520 52.5橿 原 市 40,200 40,570 100.9 0 0 40,570 100.9○ 桜 井 市 30,300 5,955 19.7 0 0 5,955 19.7◎ 御 所 市 48,900 0 0.0 0 0 0 0.0○ 生 駒 市 62,700 8,850 14.1 0 0 8,850 14.1○ 香 芝 市 55,300 17,779 32.2 0 0 17,779 32.2○ 葛 城 市 40,000 8,760 21.9 0 0 8,760 21.9○ 平 群 町 20,700 3,190 15.4 0 0 3,190 15.4三 郷 町 25,800 44,420 172.2 0 0 44,420 172.2斑 鳩 町 29,700 14,582 49.1 0 0 14,582 49.1◎ 安 堵 町 9,400 0 0.0 0 0 0 0.0◎ 川 西 町 6,700 0 0.0 0 0 0 0.0◎ 三 宅 町 3,000 0 0.0 0 0 0 0.0◎ 田 原 本 町 29,700 0 0.0 0 0 0 0.0◎ 高 取 町 18,900 0 0.0 0 0 0 0.0◎ 明 日 香 村 15,900 0 0.0 0 0 0 0.0◎ 上 牧 町 21,600 0 0.0 0 0 0 0.0王 寺 町 21,600 21,512 99.6 0 0 21,512 99.6○ 広 陵 町 32,400 0 0.0 0 750 750 2.3河 合 町 19,500 23,886 122.5 0 0 23,886 122.5大 淀 町 1,500 3,000 200.0 0 0 3,000 200.0小 計 1,000,000 370,174 37.0 0 750 370,924 37.1奈 良 県 700,000 879,998 125.7 0 10,000 889,998 127.1合 計 1,700,000 1,250,172 73.5 0 10,750 1,260,922 74.2

市市市市 町町町町 村村村村 名名名名 た め 池 治 水 利 用 施 設た め 池 治 水 利 用 施 設た め 池 治 水 利 用 施 設た め 池 治 水 利 用 施 設最小必要量最小必要量最小必要量最小必要量 対策率対策率対策率対策率 対策率対策率対策率対策率



安堵町三宅町川西町田原本町高取町上牧町王寺町 大和高田市大和郡山市 天理市橿原市 桜井市広陵町 奈良市
御所市

生駒市香芝市葛城市
平群町三郷町 斑鳩町河合町

大淀町 明日香村

対策率 １３３％最小必要量：69,000m3対策済 ：92,000m3 ●雨水貯留浸透施設対策量の対策率は約１３３％で最小必要量を超えている。●また、２３市町村の内、１９の市町村で対策率が１００％を超えている。【市町村別 雨水貯留浸透施設 整備状況】（H26.3見込み）

◎ 対策率が０％○ 対策率が１～４０％未満

②雨水貯留浸透施設②雨水貯留浸透施設②雨水貯留浸透施設②雨水貯留浸透施設（市町村別進捗状況）（市町村別進捗状況）（市町村別進捗状況）（市町村別進捗状況）

8

H23年度迄H23年度迄H23年度迄H23年度迄 H24年度H24年度H24年度H24年度 H25年度H25年度H25年度H25年度 H25年度迄H25年度迄H25年度迄H25年度迄対策量対策量対策量対策量 対策量対策量対策量対策量 対策量対策量対策量対策量 (予定)(予定)(予定)(予定) 対策量対策量対策量対策量(予定)(予定)(予定)(予定)　   ｍ　   ｍ　   ｍ　   ｍ3333 　   ｍ　   ｍ　   ｍ　   ｍ3333 ％％％％ ｍｍｍｍ3333 　    ｍ　    ｍ　    ｍ　    ｍ3333 　    ｍ　    ｍ　    ｍ　    ｍ3333 ％％％％奈 良 市 14,610 7,993 54.7 0 0 7,993 54.7大 和高田市 3,790 5,222 137.8 0 0 5,222 137.8大 和郡山市 5,410 14,253 263.5 0 0 14,253 263.5天 理 市 3,520 3,290 93.5 3 0 3,293 93.6橿 原 市 6,770 7,184 106.1 262 0 7,446 110.0桜 井 市 5,140 5,751 111.9 0 0 5,751 111.9御 所 市 4,060 14,795 364.4 0 0 14,795 364.4生 駒 市 5,410 5,918 109.4 20 16 5,954 110.1香 芝 市 2,710 3,221 118.9 0 0 3,221 118.9葛 城 市 1,890 2,322 122.9 0 0 2,322 122.9平 群 町 1,350 1,445 107.0 0 0 1,445 107.0三 郷 町 1,080 945 87.5 0 0 945 87.5斑 鳩 町 1,630 1,950 119.6 0 0 1,950 119.6安 堵 町 540 2,575 476.9 0 0 2,575 476.9川 西 町 810 1,379 170.2 0 0 1,379 170.2三 宅 町 270 270 100.0 0 0 270 100.0田 原 本 町 2,440 1,085 44.5 0 0 1,085 44.5高 取 町 1,080 2,186 202.4 0 0 2,186 202.4明 日 香 村 540 548 101.5 0 0 548 101.5上 牧 町 1,350 2,027 150.1 0 0 2,027 150.1王 寺 町 1,350 3,127 231.6 0 0 3,127 231.6広 陵 町 1,900 2,185 115.0 0 0 2,185 115.0河 合 町 1,350 1,724 127.7 0 0 1,724 127.7大 淀 町 － － － － － － －小 計 69,000 91,395 132.5 285 16 91,696 132.9奈 良 県 50,000 51,865 103.7 0 0 51,865 103.7合 計 119,000 143,260 120.4 285 16 143,561 120.6

市市市市 町町町町 村村村村 名名名名 雨 水 貯 留 浸 透 施 設雨 水 貯 留 浸 透 施 設雨 水 貯 留 浸 透 施 設雨 水 貯 留 浸 透 施 設最小必要量最小必要量最小必要量最小必要量 対策率対策率対策率対策率 対策率対策率対策率対策率



３－１．取組体制
岩井川ダムN大門ダム 大和郡山市天理市橿原市桜井市川西市三宅町田原本町高取町明日香村

奈良市大和郡山市天理市奈良市大和郡山市生駒市平群町三郷町斑鳩町安堵町大和高田市橿原市御所市香芝市高取町明日香村葛城市上牧町王寺町広陵町川合町三宅町田原本町

・圏域単位で効果的・効率的な治水対策を検討すること・圏域単位で効果的・効率的な治水対策を検討すること・圏域単位で効果的・効率的な治水対策を検討すること・圏域単位で効果的・効率的な治水対策を検討することに合意に合意に合意に合意○○○○ ４つの４つの４つの４つの圏域単位に検討会を設置圏域単位に検討会を設置圏域単位に検討会を設置圏域単位に検討会を設置○○○○圏域内の圏域内の圏域内の圏域内の上下流市町村の連携を強化、相互理解の促進上下流市町村の連携を強化、相互理解の促進上下流市町村の連携を強化、相互理解の促進上下流市町村の連携を強化、相互理解の促進○○○○県や県や県や県や市町村の土木部局と農林部局の連携を強化市町村の土木部局と農林部局の連携を強化市町村の土木部局と農林部局の連携を強化市町村の土木部局と農林部局の連携を強化●大和川流域総合治水対策協●大和川流域総合治水対策協●大和川流域総合治水対策協●大和川流域総合治水対策協議会（議会（議会（議会（平成２５年４月１８日）で総合治水対策の取組体制を強化平成２５年４月１８日）で総合治水対策の取組体制を強化平成２５年４月１８日）で総合治水対策の取組体制を強化平成２５年４月１８日）で総合治水対策の取組体制を強化
奈良市、大和郡山市、生駒市、平群町、三郷町、斑鳩町、安堵町奈良市、大和郡山市、天理市大和高田市、橿原市、御所市、香芝市、葛城市、 、三宅町、田原本町、高取町、明日香村、上牧町、王寺町、広陵町、河合町、大淀町大和郡山市、天理市、橿原市、桜井市、川西町、三宅町、田原本町、高取町、明日香村
竜田川、富雄川佐保川葛下川、高田川、葛城川、曽我川初瀬川、寺川、飛鳥川

生駒いかるが圏域平城圏域曽我葛城圏域布留飛鳥圏域
《構成市町村》《主な支川》《構成市町村》《主な支川》《構成市町村》《主な支川》《構成市町村》《主な支川》

●●●●大和川流域総合治水対策協議会（大和川流域総合治水対策協議会（大和川流域総合治水対策協議会（大和川流域総合治水対策協議会（平成平成平成平成２４年５月２２日）で基本方針の見直し２４年５月２２日）で基本方針の見直し２４年５月２２日）で基本方針の見直し２４年５月２２日）で基本方針の見直し・貯める対策を強力に推進していくことに合意・貯める対策を強力に推進していくことに合意・貯める対策を強力に推進していくことに合意・貯める対策を強力に推進していくことに合意。。。。見直し基本方針「より貯める」見直し基本方針「より貯める」見直し基本方針「より貯める」見直し基本方針「より貯める」
＜開催実績＞＜開催実績＞＜開催実績＞＜開催実績＞・設立準備会・設立準備会・設立準備会・設立準備会平成２５年７月１１日平成２５年７月１１日平成２５年７月１１日平成２５年７月１１日・第１回・第１回・第１回・第１回 検討会検討会検討会検討会平成２５年８月２２日平成２５年８月２２日平成２５年８月２２日平成２５年８月２２日・第２回・第２回・第２回・第２回 検討会検討会検討会検討会平平平平成成成成２２２２５５５５年年年年１１１１２２２２月月月月２２２２５５５５日日日日・・・・２２２２６６６６日日日日

３．流域対策の推進に向けた取組
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奈良市 310,500 89,300 ▲221,200 14,610 7,993 ▲6,617 325,110 97,293 ▲227,817 28.8 54.7 29.9 検討予定 予定なし 検討予定大和高田市 18,300 18,270 ▲30 3,790 5,222 22,090 23,492 1,402 99.8 137.8 106.3 検討中 検討中 検討中大和郡山市 71,700 35,580 ▲36,120 5,410 14,253 77,110 49,833 ▲27,277 49.6 263.5 64.6 実施中 検討予定 検討中天理市 65,700 34,520 ▲31,180 3,520 3,293 ▲227 69,220 37,813 ▲31,407 52.5 93.6 54.6 実施中 予定なし 実施中橿原市 40,200 40,570 370 6,770 7,446 46,970 48,016 1,046 100.9 110.0 102.2 検討予定 検討中 実施中桜井市 30,300 5,955 ▲24,345 5,140 5,751 35,440 11,706 ▲23,734 19.7 111.9 33.0 検討予定 検討中 検討中御所市 48,900 0 ▲48,900 4,060 14,795 52,960 14,795 ▲38,165 0.0 364.4 27.9 検討予定 検討予定 予定なし生駒市 62,700 8,850 ▲53,850 5,410 5,954 68,110 14,804 ▲53,306 14.1 109.8 21.7 実施中 予定なし 実施中香芝市 55,300 17,779 ▲37,521 2,710 3,221 58,010 21,000 ▲37,010 32.2 118.9 36.2 実施中 予定なし 予定なし葛城市 40,000 8,760 ▲31,240 1,890 2,322 41,890 11,082 ▲30,808 21.9 122.9 26.5 検討中 予定なし 予定なし平群町 20,700 3,190 ▲17,510 1,350 1,445 22,050 4,635 ▲17,415 15.4 107.0 21.0 検討予定 予定なし 予定なし三郷町 25,800 44,420 18,620 1,080 945 ▲135 26,880 45,365 18,485 172.2 87.5 168.8 予定なし 予定なし 予定なし斑鳩町 29,700 14,582 ▲15,118 1,630 1,950 31,330 16,532 ▲14,798 49.1 119.6 52.8 検討中 予定なし 検討予定安堵町 9,400 0 ▲9,400 540 2,575 9,940 2,575 ▲7,365 0.0 476.9 25.9 予定なし 検討予定 予定なし川西町 6,700 0 ▲6,700 810 1,379 7,510 1,379 ▲6,131 0.0 170.2 18.4 検討予定 検討中 予定なし三宅町 3,000 0 ▲3,000 270 270 3,270 270 ▲3,000 0.0 100.0 8.3 予定なし 検討予定 予定なし0 ▲29,700 2,440 1,085 ▲1,355 32,140 1,085 ▲31,055 0.0 3.4(10,900) (▲18,800) (11,985) (▲20,155) (36.7) (37.3)高取町 18,900 0 ▲18,900 1,080 2,186 19,980 2,186 ▲17,794 0.0 202.4 10.9 検討予定 検討予定 検討予定明日香村 15,900 0 ▲15,900 540 548 16,440 548 ▲15,892 0.0 101.5 3.3 検討予定 予定なし 予定なし上牧町 21,600 0 ▲21,600 1,350 2,027 22,950 2,027 ▲20,923 0.0 150.1 8.8 予定なし 予定なし 予定なし王寺町 21,600 21,512 ▲88 1,350 3,127 22,950 24,639 1,689 99.6 231.6 107.4 予定なし 検討予定 予定なし広陵町 32,400 750 ▲32,400 1,900 2,185 34,300 2,935 ▲31,365 2.3 115.0 8.6 実施中 検討中 検討予定河合町 19,500 23,886 1,350 1,724 20,850 25,610 4,760 122.5 127.7 122.8 検討予定 予定なし 予定なし大淀町 1,500 3,000 0 － ー 1,500 3,000 1,500 200.0 ー 200.0 予定なし 予定なし 対象外370,924 ▲635,712 69,000 91,696 ▲8,334 1,069,000 462,620 ▲606,380 37.1 43.3(381,824) (▲616,912) (473,520) (▲595,480) (38.2) (44.3)奈良県 700,000 889,998 189,998 50,000 51,865 1,865 750,000 941,863 191,863 127.1 103.7 125.6 実施中 市町村と協働 予定なし1,260,922 ▲439,078 119,000 143,561 24,561 1,819,000 1,404,483 ▲1,361,918 74.2 120.6 77.2(1,271,822) (▲428,178) (1,415,383) (74.8) (77.8)合計 1,700,000

対策済量 残りの最小必要量 ため池治水利用 雨水貯留浸透施設の整備対策済量 残りの最小必要量 ため池治水（水田貯留込） 取組状況の回答　　※H26.1時点雨水貯留浸透施設合計〈ため池＋雨水貯留〉（　合計<ため池＋雨水貯留＋水田>　）最小必要量 水田貯留の導入対策量（ｍ３）　　※H26.3見込み対策済量 残りの最小必要量ため池治水利用 最小必要量市町村名 最小必要量 雨水貯留浸透施設 対策率（％）　　※H26.3見込み合計（水田貯留込）
検討予定 実施中 実施中田原本町 29,7001,000,000小計 44.5132.9

○圏域別の検討会で、大和川流域24市町村に対して流域対策の課題調査と市町村ヒアリングを実施（１） 流域対策の取組状況について（２） 流域対策の取組課題について（市町村からの主な回答）３－２．流域対策の課題調査と市町村ヒアリングの実施（１） 流域対策の取組状況について

※（ ）：水田貯留の貯留量を計上した場合の数値。貯留量は「水田貯留の取組面積×10cm」で算定
実施中工事中または設計中（関係者と概ね合意済み）検討中具体的な候補地が決まり、関係者との調整を行っているまたは近々、調整を行う予定のもの検討予定具体的な候補地は決まっていないが、今後、検討を行っていく予定予定なし当面、検討の予定がないもの
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0%20%40%60%80%100%
0200,000400,000600,000800,0001,000,0001,200,000

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27（年度）
(対策率)

H
(対策量m3)実施中520.8%検討中312.5%検討予定1041.7%予定なし625.0%

● ５市町 において実施中● ３市町 において施設管理者と協議実施● １０市町村 においてため池点検調査等に基づき、治水利用の検討を予定● ６市町 においては、最小必要量の達成などの理由から、対策の検討を行っていない● ため池治水対策率が、平成２７年度には約３７％から約４１％に上昇【取組状況（ため池）】 【進捗状況の推移（ため池治水）】最小必要量（1,000,000m3） 約37万m3（37%） 約41万m3（41%）
【市町村別 ため池治水利用施設整備状況】

対策率 0%対策率 1%以上40%未満 対策率 40%以上100%未満対策率 100%以上

ため池治水利用の状況 （市町村全体）

計24市町村 約38万m3（38%） 約42万m3（42%）
※上段四角囲いは、水田貯留の貯留量を計上した場合の数値 ※（ ）：水田貯留の貯留量を計上した場合の数値
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対策済量 残りの最小必要量 対策率(%) ため池治水利用 水田貯留奈良市 310,500 89,300 ▲ 221,200 28.8 検討予定 予定なし大和高田市 18,300 18,270 ▲ 30 99.8 検討中 検討中大和郡山市 71,700 35,580 ▲ 36,120 49.6 実施中 検討予定天理市 65,700 34,520 ▲ 31,180 52.5 実施中 予定なし橿原市 40,200 40,570 100.9 検討予定 検討中桜井市 30,300 5,955 ▲ 24,345 19.7 検討予定 検討中御所市 48,900 0 ▲ 48,900 0.0 検討予定 検討予定生駒市 62,700 8,850 ▲ 53,850 14.1 実施中 予定なし香芝市 55,300 17,779 ▲ 37,521 32.2 実施中 予定なし葛城市 40,000 8,760 ▲ 31,240 21.9 検討中 予定なし平群町 20,700 3,190 ▲ 17,510 15.4 検討予定 予定なし三郷町 25,800 44,420 172.2 予定なし 予定なし斑鳩町 29,700 14,582 ▲ 15,118 49.1 検討中 予定なし安堵町 9,400 0 ▲ 9,400 0.0 予定なし 検討予定川西町 6,700 0 ▲ 6,700 0.0 検討予定 検討中三宅町 3,000 0 ▲ 3,000 0.0 予定なし 検討予定0 ▲29,700 0.0(10,900) (▲18,800) (36.7)高取町 18,900 0 ▲ 18,900 0.0 検討予定 検討予定明日香村 15,900 0 ▲ 15,900 0.0 検討予定 予定なし上牧町 21,600 0 ▲ 21,600 0.0 予定なし 予定なし王寺町 21,600 21,512 ▲ 88 99.6 予定なし 検討予定広陵町 32,400 750 ▲ 31,650 2.3 実施中 検討中河合町 19,500 23,886 122.5 検討予定 予定なし大淀町 1,500 3,000 200.0 予定なし 予定なし

取組状況（H26.1）最小必要量 H26.3見込み市町村名
田原本町 29,700 検討予定 実施中



0%20%40%60%80%100%
0100,000200,000300,000400,000500,000600,000

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27（年度）
(対策率)

H
(対策量m3)大和郡山市大和郡山市生駒市生駒市 天理市天理市奈良市奈良市平群町平群町 斑鳩町斑鳩町河合町河合町三郷町三郷町 川西町川西町安堵町安堵町王寺町王寺町上牧町上牧町 三宅町三宅町田原本町田原本町広陵町広陵町香芝市香芝市

実施中228.6%検討中114.3%検討予定228.6%予定なし228.6%
当該年度に実施された対策量

【ため池治水の取組状況】 【進捗状況の推移】最小必要量（530,500m3）

【ため池治水利用施設整備状況】

生駒いかるが圏域生駒いかるが圏域生駒いかるが圏域生駒いかるが圏域生駒いかるが圏域生駒いかるが圏域生駒いかるが圏域生駒いかるが圏域 平城圏域平城圏域

ため池治水利用の状況 （生駒いかるが圏域）

約20万m3（37%） 約22万m3（42%）
対策率 0%対策率 1%以上40%未満 対策率 40%以上100%未満対策率 100%以上

● ２市 において対策実施中● １町 において施設管理者と協議実施● ２市町 においてため池点検調査等に基づき、治水利用の検討を予定● ２町 においては、最小必要量の達成などの理由から、対策の検討を行っていない● ため池治水対策率が、平成２７年度には約３７％から約４２％に上昇
計7市町
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対策済量 残りの最小必要量 対策率(%) ため池治水利用 水田貯留奈良市 310,500 89,300 ▲ 221,200 28.8 検討予定 予定なし大和郡山市 71,700 35,580 ▲ 36,120 49.6 実施中 検討予定生駒市 62,700 8,850 ▲ 53,850 14.1 実施中 予定なし平群町 20,700 3,190 ▲ 17,510 15.4 検討予定 予定なし三郷町 25,800 44,420 172.2 予定なし 予定なし斑鳩町 29,700 14,582 ▲ 15,118 49.1 検討中 予定なし安堵町 9,400 0 ▲ 9,400 0.0 予定なし 検討予定市町村名 最小必要量 H26.3見込み 取組状況（H26.1）



0%20%40%60%80%100%
050,000100,000150,000200,000250,000300,000350,000400,000450,000500,000

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27（年度）
(対策率)

H
(対策量m3)大和郡山市大和郡山市生駒市生駒市 天理市天理市奈良市奈良市平群町平群町 斑鳩町斑鳩町河合町河合町三郷町三郷町 川西町川西町安堵町安堵町王寺町王寺町上牧町上牧町 三宅町三宅町田原本町田原本町広陵町広陵町香芝市香芝市

実施中266.7%検討予定133.3%
ため池治水利用の状況 （平城圏域）● ２市 において実施中● １市においてため池点検調査等に基づき、治水利用の検討を予定● ため池治水対策率が、平成２７年度には約３６％から約３７％に上昇

最小必要量（447,900m3） 約16万m3（36%） 約17万m3（37%）生駒いかるが圏域生駒いかるが圏域 平城圏域平城圏域平城圏域平城圏域平城圏域平城圏域平城圏域平城圏域
【ため池治水の取組状況】 【進捗状況の推移】

【ため池治水利用施設整備状況】対策率 0%対策率 1%以上40%未満 対策率 40%以上100%未満対策率 100%以上
当該年度に実施された対策量計3市

13

対策済量 残りの最小必要量 対策率(%) ため池治水利用 水田貯留奈良市 310,500 89,300 ▲ 221,200 28.8 検討予定 予定なし大和郡山市 71,700 35,580 ▲ 36,120 49.6 実施中 検討予定天理市 65,700 34,520 ▲ 31,180 52.5 実施中 予定なし市町村名 最小必要量 H26.3見込み 取組状況（H26.1）



0%20%40%60%80%100%
050,000100,000150,000200,000250,000300,000350,000400,000

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27（年度）
(対策率)

H
(対策量m3)

大和郡山市大和郡山市 天理市天理市平群町平群町 斑鳩町斑鳩町河合町河合町三郷町三郷町 川西町川西町安堵町安堵町王寺町王寺町上牧町上牧町 三宅町三宅町田原本町田原本町広陵町広陵町大和高田市大和高田市香芝市香芝市 桜井市桜井市橿原市橿原市葛城市葛城市御所市御所市 明日香村明日香村高取町高取町大淀町大淀町
【ため池治水の取組状況】

【進捗状況の推移】

【ため池治水利用施設整備状況】ため池治水利用の状況 （曽我葛城圏域）

最小必要量（366,800m3） 約13万m3（37%） 約15万m3（41%）
対策率 0%対策率 1%以上40%未満 対策率 40%以上100%未満対策率 100%以上

● ２市町 において実施中● ２市 において施設管理者と協議実施● ６市町村においてため池点検調査等に基づき、治水利用の検討を予定● ４町 においては、最小必要量の達成などの理由から、対策の検討を行っていない● ため池治水対策率が、平成２７年度には約３７％から約４１％に上昇

当該年度に実施された対策量
計14市町

実施中214.3% 検討中214.3%検討予定642.9%予定なし428.6%
※上段四角囲いは、水田貯留の貯留量を計上した場合の数値
※（ ）：水田貯留の貯留量を計上した場合の数値

曽我葛城圏域曽我葛城圏域曽我葛城圏域曽我葛城圏域曽我葛城圏域曽我葛城圏域曽我葛城圏域曽我葛城圏域 布留飛鳥圏域布留飛鳥圏域
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対策済量 残りの最小必要量 対策率(%) ため池治水利用 水田貯留大和高田市 18,300 18,270 ▲ 30 99.8 検討中 検討中橿原市 40,200 40,570 100.9 検討予定 検討中御所市 48,900 0 ▲ 48,900 0.0 検討予定 検討予定香芝市 55,300 17,779 ▲ 37,521 32.2 実施中 予定なし葛城市 40,000 8,760 ▲ 31,240 21.9 検討中 予定なし三宅町 3,000 0 ▲ 3,000 0.0 予定なし 検討予定0 ▲29,700 0.0(10,900) (▲18,800) (36.7)高取町 18,900 0 ▲ 18,900 0.0 検討予定 検討予定明日香村 15,900 0 ▲ 15,900 0.0 検討予定 予定なし上牧町 21,600 0 ▲ 21,600 0.0 予定なし 予定なし王寺町 21,600 21,512 ▲ 88 99.6 予定なし 検討予定広陵町 32,400 750 ▲ 31,650 2.3 実施中 検討中河合町 19,500 23,886 122.5 検討予定 予定なし大淀町 1,500 3,000 200.0 予定なし 予定なし田原本町 29,700 検討予定 実施中市町村名 取組状況（H26.1）最小必要量 H26.3見込み

約15万m3（40%） 約16万m3（44%）



0%20%40%60%80%100%
050,000100,000150,000200,000250,000300,000

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27（年度）
(対策率)

H
(対策量m3)大和郡山市大和郡山市 天理市天理市平群町平群町 斑鳩町斑鳩町河合町河合町三郷町三郷町 川西町川西町安堵町安堵町王寺町王寺町上牧町上牧町 三宅町三宅町田原本町田原本町広陵町広陵町大和高田市大和高田市香芝市香芝市 桜井市桜井市橿原市橿原市葛城市葛城市御所市御所市 明日香村明日香村高取町高取町大淀町大淀町

【ため池治水の取組状況】 【進捗状況の推移】
【ため池治水利用施設整備状況】ため池治水利用の状況 （布留飛鳥圏域）

最小必要量（282,100m3） 約12万m3（41%） 約12万m3（44%）
対策率 0%対策率 1%以上40%未満 対策率 40%以上100%未満対策率 100%以上

● ２市 において実施中● ６市町村においてため池点検調査等に基づき、治水利用の検討を予定● １町 においては、最小必要量の達成などの理由から、対策の検討を行っていない● ため池治水対策率が、平成２７年度には約４１％から約４４％に上昇

当該年度に実施された対策量
計9市町村

実施中222.2%検討予定666.7%予定なし111.1% ※（ ）：水田貯留の貯留量を計上した場合の数値布留飛鳥圏域布留飛鳥圏域布留飛鳥圏域布留飛鳥圏域布留飛鳥圏域布留飛鳥圏域布留飛鳥圏域布留飛鳥圏域曽我葛城圏域曽我葛城圏域
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対策済量 残りの最小必要量 対策率(%) ため池治水利用 水田貯留大和郡山市 71,700 35,580 ▲ 36,120 49.6 実施中 検討予定天理市 65,700 34,520 ▲ 31,180 52.5 実施中 予定なし橿原市 40,200 40,570 100.9 検討予定 検討中桜井市 30,300 5,955 ▲ 24,345 19.7 検討予定 検討中川西町 6,700 0 ▲ 6,700 0.0 検討予定 検討中三宅町 3,000 0 ▲ 3,000 0.0 予定なし 検討予定0 ▲29,700 0.0(10,900) (▲18,800) (36.7)高取町 18,900 0 ▲ 18,900 0.0 検討予定 検討予定明日香村 15,900 0 ▲ 15,900 0.0 検討予定 予定なし田原本町 29,700 検討予定 実施中市町村名 最小必要量 H26.3見込み 取組状況（H26.1）

約13万m3（45%） 約13万m3（48%）
※上段四角囲いは、水田貯留の貯留量を計上した場合の数値



実施中416.7%検討中312.5%検討予定416.7%予定なし1354.2% 0%20%40%60%80%100%120%140%160%
020,00040,00060,00080,000100,000120,000140,000160,000

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27（年度）
(対策率)

H
(対策量m3)

雨水貯留浸透施設の状況 （市町村全体）
【取組状況】 【進捗状況の推移】

【市町村別 雨水貯留浸透施設整備状況】
約9.3万m3（134%） 約9.5万m3（138%）最小必要量（69,000m3）

● ４市町 において実施中● ３市 において用地交渉や設計など具体的な検討を実施● ４市町 において実施に向けた検討を予定● １３市町村 においては、最小必要量の達成などの理由から、対策の検討を行っていない● 雨水貯留浸透施設の対策率が、平成２７年度には約１３４％から約１３８％に上昇

対策率 0%対策率 1%以上40%未満 対策率 40%以上100%未満対策率 100%以上当該年度に実施された対策量
16

計24市町村

対策済量 残りの最小必要量 対策率(%)奈良市 14,610 7,993 ▲ 6,617 54.7 検討予定大和高田市 3,790 5,222 137.8 検討中大和郡山市 5,410 14,253 263.5 検討中天理市 3,520 3,293 ▲ 227 93.6 実施中橿原市 6,770 7,446 110.0 実施中桜井市 5,140 5,751 111.9 検討中御所市 4,060 14,795 364.4 予定なし生駒市 5,410 5,938 109.8 実施中香芝市 2,710 3,221 118.9 予定なし葛城市 1,890 2,322 122.9 予定なし平群町 1,350 1,445 107.0 予定なし三郷町 1,080 945 ▲ 135 87.5 予定なし斑鳩町 1,630 1,950 119.6 検討予定安堵町 540 2,575 476.9 予定なし川西町 810 1,379 170.2 予定なし三宅町 270 270 100.0 予定なし田原本町 2,440 1,085 ▲ 1,355 44.5 実施中高取町 1,080 2,186 202.4 検討予定明日香村 540 548 101.5 予定なし上牧町 1,350 2,027 150.1 予定なし王寺町 1,350 3,127 231.6 予定なし広陵町 1,900 2,185 115.0 検討予定河合町 1,350 1,724 127.7 予定なし大淀町 0 － ー ー 対象外

市町村名 最小必要量 H26.3見込み 取組状況の回答（H26.1）



0%20%40%60%80%100%120%140%160%
020,00040,00060,00080,000100,000120,000140,000160,000

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27（年度）
(対策率)

H
(対策量m3)大和郡山市大和郡山市生駒市生駒市 天理市天理市奈良市奈良市平群町平群町 斑鳩町斑鳩町河合町河合町三郷町三郷町 川西町川西町安堵町安堵町王寺町王寺町上牧町上牧町 三宅町三宅町

【雨水貯留浸透施設の取組状況】 【進捗状況の推移】
【雨水貯留浸透施設整備状況】雨水貯留浸透施設の状況 （生駒いかるが圏域）

約3.5万m3（117%）

● １市 において実施中● １市 において用地交渉や設計など具体的な検討を実施● ２市町 において実施に向けた検討を予定● ３町 においては、最小必要量の達成などの理由から、対策の検討を行っていない● 雨水貯留浸透施設の対策率は、平成２７年度も約１１７％で横ばい
最小必要量（30,030m3）

対策率 0%対策率 1%以上40%未満 対策率 40%以上100%未満対策率 100%以上約3.5万m3（117%）
当該年度に実施された対策量

実施中114.3% 検討中114.3%検討予定228.6%予定なし342.9% 生駒いかるが圏域生駒いかるが圏域生駒いかるが圏域生駒いかるが圏域生駒いかるが圏域生駒いかるが圏域生駒いかるが圏域生駒いかるが圏域 平城圏域平城圏域
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対策済量 残りの最小必要量 対策率(%)奈良市 14,610 7,993 ▲ 6,617 54.7 検討予定大和郡山市 5,410 14,253 263.5 検討中生駒市 5,410 5,938 109.8 実施中平群町 1,350 1,445 107.0 予定なし三郷町 1,080 945 ▲ 135 87.5 予定なし斑鳩町 1,630 1,950 119.6 検討予定安堵町 540 2,575 476.9 予定なし
取組状況の回答（H26.1）市町村名 最小必要量 H26.3見込み

計7市町



0%20%40%60%80%100%120%140%160%
020,00040,00060,00080,000100,000120,000140,000160,000

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27（年度）
(対策率)

H
(対策量m3)実施中133.3%検討中133.3%検討予定133.3%【雨水貯留浸透施設の取組状況】 【進捗状況の推移】
【雨水貯留浸透施設整備状況】雨水貯留浸透施設の状況 （平城圏域）

約2.6万m3（112%） 約2.8万m3（118%）
● １市 において実施中● １市 において用地交渉や設計など具体的な検討を実施● １市 において実施に向けた検討を予定● 雨水貯留浸透施設の対策率は、平成２７年度には約１１２％から約１１８％に上昇

最小必要量（23,540m3）
対策率 0%対策率 1%以上40%未満 対策率 40%以上100%未満対策率 100%以上

当該年度に実施された対策量計3市 大和郡山市大和郡山市生駒市生駒市 天理市天理市奈良市奈良市平群町平群町 斑鳩町斑鳩町河合町河合町三郷町三郷町 川西町川西町安堵町安堵町王寺町王寺町上牧町上牧町 三宅町三宅町生駒いかるが圏域生駒いかるが圏域 平城圏域平城圏域平城圏域平城圏域平城圏域平城圏域平城圏域平城圏域
18

対策済量 残りの最小必要量 対策率(%)奈良市 14,610 7,993 ▲ 6,617 54.7 検討予定大和郡山市 5,410 14,253 263.5 検討中天理市 3,520 3,293 ▲ 227 93.6 実施中取組状況の回答（H26.1）市町村名 最小必要量 H26.3見込み



0%20%40%60%80%100%120%140%160%
020,00040,00060,00080,000100,000120,000140,000160,000

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27（年度）
(対策率)

H
(対策量m3)天理市天理市平群町 斑鳩町斑鳩町河合町河合町三郷町三郷町 川西町川西町安堵町安堵町王寺町王寺町上牧町上牧町 三宅町三宅町田原本町田原本町広陵町広陵町大和高田市大和高田市香芝市香芝市 桜井市桜井市橿原市橿原市葛城市葛城市御所市御所市 明日香村明日香村高取町高取町大淀町大淀町

実施中214.3% 検討中17.1%検討予定214.3%予定なし964.3%
【雨水貯留浸透施設の取組状況】

【進捗状況の推移】

【雨水貯留浸透施設整備状況】雨水貯留浸透施設の状況 （曽我葛城圏域）

約4.6万m3（156%） 約4.7万m3（161%）

● ２市町 において実施中● １市 において用地交渉や設計など具体的な検討を実施● ２町 において実施に向けた検討を予定● ９市町村 においては、最小必要量の達成などの理由 から、対策の検討を行っていない● 雨水貯留浸透施設の対策率は、平成２７年度には約１５６％から約１６１％に上昇

最小必要量（29,500m3）当該年度に実施された対策量
対策率 0%対策率 1%以上40%未満 対策率 40%以上100%未満対策率 100%以上計14市町 曽我葛城圏域曽我葛城圏域曽我葛城圏域曽我葛城圏域曽我葛城圏域曽我葛城圏域曽我葛城圏域曽我葛城圏域 布留飛鳥圏域布留飛鳥圏域
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対策済量 残りの最小必要量 対策率(%)大和高田市 3,790 5,222 137.8 検討中橿原市 6,770 7,446 110.0 実施中御所市 4,060 14,795 364.4 予定なし香芝市 2,710 3,221 118.9 予定なし葛城市 1,890 2,322 122.9 予定なし三宅町 270 270 100.0 予定なし田原本町 2,440 1,085 ▲ 1,355 44.5 実施中高取町 1,080 2,186 202.4 検討予定明日香村 540 548 101.5 予定なし上牧町 1,350 2,027 150.1 予定なし王寺町 1,350 3,127 231.6 予定なし広陵町 1,900 2,185 115.0 検討予定河合町 1,350 1,724 127.7 予定なし大淀町 0 － ー ー 対象外
取組状況の回答（H26.1）市町村名 最小必要量 H26.3見込み



0%20%40%60%80%100%120%140%160%
020,00040,00060,00080,000100,000120,000140,000160,000

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27（年度）
(対策率)

H
(対策量m3)実施中333.3%検討中222.2%検討予定111.1%予定なし333.3%【雨水貯留浸透施設の取組状況】 【進捗状況の推移】
【雨水貯留浸透施設整備状況】雨水貯留浸透施設の状況 （布留飛鳥圏域）

約3.7万m3（143%） 約3.8万m3（148%）

● ３市町 において実施中● ２市 において用地交渉や設計など具体的な検討を実施● １町 において実施に向けた検討を予定● ３町村 においては、最小必要量の達成などの理由 から、対策の検討を行っていない● 雨水貯留浸透施設の対策率は、平成２７年度には約１４３％から約１４８％に上昇
最小必要量（25,980m3）当該年度に実施された対策量

対策率 0%対策率 1%以上40%未満 対策率 40%以上100%未満対策率 100%以上計9市町村 天理市天理市平群町 斑鳩町斑鳩町河合町河合町三郷町三郷町 川西町川西町安堵町安堵町王寺町王寺町上牧町上牧町 三宅町三宅町田原本町田原本町広陵町広陵町大和高田市大和高田市香芝市香芝市 桜井市桜井市橿原市橿原市葛城市葛城市御所市御所市 明日香村明日香村高取町高取町大淀町大淀町
布留飛鳥圏域布留飛鳥圏域布留飛鳥圏域布留飛鳥圏域布留飛鳥圏域布留飛鳥圏域布留飛鳥圏域布留飛鳥圏域曽我葛城圏域曽我葛城圏域

20

対策済量 残りの最小必要量 対策率(%)大和郡山市 5,410 14,253 263.5 検討中天理市 3,520 3,293 ▲ 227 93.6 実施中橿原市 6,770 7,446 110.0 実施中桜井市 5,140 5,751 111.9 検討中川西町 810 1,379 170.2 予定なし三宅町 270 270 100.0 予定なし田原本町 2,440 1,085 ▲ 1,355 44.5 実施中高取町 1,080 2,186 202.4 検討予定明日香村 540 548 101.5 予定なし
市町村名 最小必要量 H26.3見込み 取組状況の回答（H26.1）



水田貯留の状況 （市町村全体）●田原本町において平成２４年度に引き続き、拡充（H24 約3ｈａ→H25 約10ｈａ）●大和高田市、橿原市、桜井市、川西町、広陵町において水田貯留の対策を検討中●大和郡山市、御所市、安堵町、三宅町、高取町、王寺町において水田貯留の対策を今後検討予定【水田貯留の取組状況】 大和郡山市大和郡山市生駒市生駒市 天理市天理市奈良市奈良市平群町平群町 斑鳩町斑鳩町河合町河合町三郷町三郷町 川西町川西町安堵町安堵町王寺町王寺町上牧町上牧町 三宅町三宅町田原本町田原本町広陵町広陵町大和高田市大和高田市香芝市香芝市 桜井市桜井市橿原市橿原市葛城市葛城市御所市御所市 明日香村明日香村高取町高取町大淀町大淀町
実施中14.2% 検討中521%検討予定625.0%予定なし1250.0%

曽我葛城圏域曽我葛城圏域 布留飛鳥圏域布留飛鳥圏域平城圏域平城圏域生駒いかるが圏域生駒いかるが圏域
21

実施中水田貯留を実施中のもの検討中具体的な候補地が決まり、関係者との調整を行っている、または近々、調整を行う予定のもの検討予定具体的な候補地は決まっていないが、今後、検討を行っていく予定のもの予定なし当面、検討の予定がないもの
計24市町村



《《《《ため池治水利用施設対策ため池治水利用施設対策ため池治水利用施設対策ため池治水利用施設対策》》》》●一定規模のため池が限定的、かつ皿池であるため、効果的なため池がほとんど無い●利水量の減少や治水利用による制約などを理由に施設管理者の同意を得ることが困難●行政界を跨ぐ対策の調整が困難（施設管理者との調整・行政界を越えた予算執行など）《《《《雨水貯留浸透施設対策雨水貯留浸透施設対策雨水貯留浸透施設対策雨水貯留浸透施設対策》》》》●緊急時の避難所として活用している施設の対策は困難●最小必要量を達成しているため検討を行っていない●財源の確保（用地補償費の補助や国補助率の拡充）《《《《水田貯留など新たな対策水田貯留など新たな対策水田貯留など新たな対策水田貯留など新たな対策》》》》●山間部などでは水田規模が小さく、効果に問題●営農者のメリットが無いなどを理由に、同意を得ることが困難●流域対策量にカウントされないなど、対策の位置づけが不明確

（２） 流域対策の取組課題について（市町村からの主な回答）

《《《《課題の解決に向けた考え方課題の解決に向けた考え方課題の解決に向けた考え方課題の解決に向けた考え方》》》》○流域対策の見える化○面的な取組の進め方○既存施設の効果的な活用方法
22



0 50 100 150 200奈良市大和高田市大和郡山市天理市橿原市桜井市御所市生駒市香芝市葛城市平群町三郷町斑鳩町安堵町川西町三宅町田原本町高取町明日香村上牧町王寺町広陵町河合町大淀町 1000m2以上3000m2未満 3000m2以上5000m2未満 5000m2以上

20
5000m2以上58415.4% 3000m2以上2105.5%1000m2以上53114.0%1000m2未満247065.1% ため池台帳を用いて、1000m2以上のため池を市町村単位で抽出

○治水利用の可能性のあるため池の選定○老朽化調査などデータの蓄積 など（１）（１）（１）（１） ため池台帳の作成ため池台帳の作成ため池台帳の作成ため池台帳の作成●大和川流域には約３８００個のため池があるが、そのうち、１０００ｍ２未満のため池が６割以上を占めている●１０００ｍ２以上のため池は、３市で１００以上あるのに対して、５町では ２０以下しかなく、ため池の数のバラツキが大きい【ため池台帳を用いた現状分析（大和川流域）】【活用方法】３－３．流域対策の見える化

※ため池台帳（暫定版）で大和川流域内のため池を集計。

≪市町村別ため池の内訳 （大和川流域内１０００ｍ２以上）≫

23



【対象地域】●大和川流域（２４市町村）【対象とする情報】●浸水被害実績地域、●治水利用ため池、●雨水貯留浸透施設、●樋門、 ●雨量計、●水位計、●流域界、●ため池 など
【目的】
市町村と情報を共有
●浸水被害の見える化●流域対策候補施設の見える化●県と市町村の取組状況の見える化
●浸水被害の無い上流側市町村が、下流市町村の被害箇所や流域を把握し、 減災対策の候補施設の優先的な選定を実施（上下流の連携）【活用方法】（２）（２）（２）（２）流域対策アセットマップの作成流域対策アセットマップの作成流域対策アセットマップの作成流域対策アセットマップの作成

24

ため池治水利用施設雨水貯留浸透施設ため池（1000m２以上）浸水被害実績地域 樋門（国管理）樋門（県管理）水位計（国管理）水位計（県管理）雨量計（国管理）雨量計（県管理）流域界圏域界 流域対策アセットマップのイメージ



（１）（１）（１）（１） ため池を利用した治水容量の創出ため池を利用した治水容量の創出ため池を利用した治水容量の創出ため池を利用した治水容量の創出 【【【【生駒市の事例生駒市の事例生駒市の事例生駒市の事例】】】】

○利水容量は減少しない○治水容量を大きくとることが可能○工事の規模が大きくなる特徴特徴特徴特徴
池底掘削 法面掘削 堤体盛土

●水利組合へのアンケート結果等を参考に、ため池の治水対策を実施。●利水容量は減少するが、余水吐を改修するだけの簡易な方法で対策を実施
○利水容量の一部を治水容量に転用するため、利水容量が減少○治水容量を大きくとることは難しい○余水吐に切り欠を入れるだけであり、安価

余水吐余水吐を切り下げることで、水位を低下
特徴特徴特徴特徴 礒野池（大和高田市）
余水吐改修 ①水利組合に対してアンケートを実施（次頁参照）【背景】○流域対策（ため池治水）の促進が必要○水田の減少など ため池の水利用の減少○市町村の財政難【アンケートの内容】○利水容量の一部を治水転用することが可能か②治水効果の検証（県で実施）③実施計画の策定（優先順位の決定）【県と生駒市】（アンケート結果、治水効果を参考）④地元交渉の実施【生駒市】⑤事業に着手【生駒市】

３－４．３－４．３－４．３－４． 具体的な取り組み具体的な取り組み具体的な取り組み具体的な取り組み事例事例事例事例 ≪計画から事業着手までの流れ≫

≪生駒市のため池治水取組状況≫●今年度、１池で対策実施中●引き続き、地元交渉を予定H23 H24 H25 H26 H27 備考①ため池 実施中②ため池 地元交渉中③ため池 地元交渉中④ため池 地元交渉中⑤ため池 地元交渉予定⑥ため池 地元交渉予定⑦ため池 地元交渉予定
25



0% 20% 40% 60% 80% 100%奈良市(69)大和高田市(26)大和郡山市(102)天理市(78)橿原市(28)桜井市(26)御所市(21)生駒市(30)香芝市(33)葛城市(58)平群町(8)三郷町(4)斑鳩町(13)安堵町(11)川西町(5)三宅町(4)田原本町(33)高取町(5)明日香村(5)上牧町(5)王寺町(8)広陵町(13)河合町(12)大淀町(0) 可能 話合による その他 不可 未回答
可能11819.8%話合による7011.7%その他366.0%不可16527.6%

未回答20834.8%
≪水利組合からの回答結果（ため池の治水利用）≫

※水利組合に対して「参考」として調査を実施したものであり、治水利用可能と回答があった場合でも、必ずしも治水利用の同意が得られるわけではない。また、不可能と回答があった場合でも、治水利用の同意が得られたケースもある。 （ ）内の数値はアンケート調査したため池数（ただし、大和川流域に限る）

【参考】水利組合へのアンケート集計結果（H22～H24実施）≪調査方法≫
●約２割のため池は、治水利用可能と回答●約３割のため池は、治水利用不可能と回答・利水容量の減少にする懸念・養魚に影響が出ること など
●大和川流域内の3000m2以上のため池を中心にH22からH24にかけて各水利組合に対してアンケート調査を実施（県土マネジメント部、農林部、市町村）●ため池の治水利用等の可能性を把握することを目的（利水容量の一部を治水転用する）

26

計597池



（２）（２）（２）（２） 新たな流域対策「水田貯留」の取組新たな流域対策「水田貯留」の取組新たな流域対策「水田貯留」の取組新たな流域対策「水田貯留」の取組

≪地元説明会の開催≫
・参加者の約８割の農家が同意・農家と協定書を締結

≪条件整備の実施≫
（畦畔補強） （排水桝の更新）

≪平成２４年度≫①取組状況 ≪平成２５年度≫ ≪平成２６年度≫取組の範囲を更に拡大田原本町県 水田貯留の治水効果検証、実証実験の実施など寺川 初瀬川 寺川 初瀬川：実施箇所：浸水実績地拡大：実施箇所：浸水実績地 ●田原本町では、取組範囲の拡大を検討中●大和高田市、橿原市、桜井市、川西町、広陵町で水田貯留を検討中●普及に向けた検討や支援を継続
３．７ha １０．９ha

・一定の貯留量を確保・隣接地への越流の防止 ・排水桝が無く調整板の設置が困難な水田・田んぼにより排水桝の形状が異なる⇒桝の統一化を図る
②平成２５年度の取り組み

27

≪現地研修会の開催≫
・平成25年12月19日に農家を対象とした現地研修会を開催（農村振興課主催）・県内の様々な市町村から２８の農家団体が参加



（３）（３）（３）（３） 防災調整池の指導対象面積の引下げ防災調整池の指導対象面積の引下げ防災調整池の指導対象面積の引下げ防災調整池の指導対象面積の引下げ区分 指導対象面積 貯留量昭和61年5月～ 大規模開発 １ha以上 530m3/ha（585m3/ha）平成元年10月～ 大規模開発小規模開発 １ha以上5000m2以上 530m3/ha（585m3/ha）300m3/ha平成20年1月～ 大規模開発小規模開発 １ha以上3000m2以上 530m3/ha（585m3/ha）300m3/ha●しかし、３０００ｍ２未満のミニ開発も多く、その流出抑制が問題となっており、複数の市町で、開発指導要綱や地区計画を定め、ミニ開発に対する流出抑制対策を行っている
●大和川流域では、開発による河川への流出増に対しては、開発前の流量に抑制するため、一定規模以上の開発に対して、防災調整池の設置を指導している。

指導基準等 対象 備考大和高田市 開発指導要綱 0.1ha以上0.3ha未満 ・市内全域で実施葛城市 開発指導要綱 0.1ha以上0.3ha未満 ・市内全域で実施天理市 開発指導要領 0.3ha未満 ・市との協議により下流の流下能力が不足する箇所橿原市 開発指導基準 0.3ha未満 ・調整池等の設置に努める（努力義務）・可能な限り透水性舗装とする桜井市 開発指導技術基準 0.1ha以上0.3ha未満 ・対象地区を指定・全域で駐車施設の透水性舗装を指導田原本町 地区計画 0.09ha以上0.3ha未満 ・対象地区を指定
（ ）は、市街化調整区域の場合

※大和川流域調整池技術基準（案） 昭和６１年５月※大和川流域小規模開発雨水流出抑制対策設計指針 平成元年１０月
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◎対策量について、対策項目毎でなく流域対策の総和として考える［ため池治水］＋［雨水貯留］＋［水田貯留］＋［開発等による上乗せ］など

○ 県が作成した24市町村の流域アセットマップなどを用いて①上下流の市町村が連携した取組の進め方②最小必要量の整理と改善 ため池治水、雨水貯留浸透施設のそれぞれに目標量を設定＜これまで＞新たな取組「水田貯留」「許可等による貯留施設の設置」など＜方向性（案）＞・対策量の総和で考える・流域対策を推進・水田貯留など新たな貯留対策も対策量として加える・開発等による貯留施設への追加対策 など
【検討事例①】 【検討事例②】浸水常襲地域（大和高田市市場～葛城市尺土）
市境界をまたいで、より効果的なため池を選定し、その実施にあたっては、両市が連携して地元対応にあたる

４．貯める対策の方向性（案）

（目標量）100万m3 約37万m3ため池治水（目標量）6.9万m3 約9.2万m3雨水貯留浸透施設 （目標量）106.9万m3 流域対策推進 水田貯留などより貯める約46.2万m3
総合治水対策協議会で議論を進める29

尺土池 太田川
葛下川疋田池

大和高田市
葛城市




